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拡張する町 

時間が経つにつれ、姫路の町は元の城下町の境界線から外へと大きく拡大した。多く

の現代の近隣は描写的な江戸時代の名前を残している。例えば塩町(塩の町)、白銀町

(銀の町)、魚町(魚の町)や紺屋町(染め物の町)などがある。 

19 世紀末、城は近代的な輸送計画者にとって難しいものになった。町の中央に鉄道の

駅を建設することは不可能であった。そのため、姫路駅は旧城下町の南端の壁沿いに

建てられ、京口駅は東に建てられた。線路は城を避けなければならなかった。播但線

は外堀の東に、山陽本線が南に建設された。 

時々、この古い要塞（城下町）は手を加えて別の目的で再利用されることもあった。

南北に走る山陽電鉄は、山陽姫路駅の少し前のところで堀と堤防に沿って急に東に曲

がっており、その上に線路と駅が建設された。堀の別の場所、つまり城の南側である

が、大阪と本州の最南端にある下関を結ぶ 2 号線道路を建設するために埋められた。 

 


